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法 医 学 講 座

教　授：岩楯　公晴 法医病理学
講　師：福井　謙二 DNA分析
講　師：前橋　恭子 法中毒学
講　師：酒井健太郎 法医病理学

教育・研究概要
Ⅰ．法医病理学
１．心外膜下分布交感神経変性と心臓性突然死の
関連性の分析

虚血性心疾患や心筋症などの心疾患，パーキンソ
ン病や糖尿病などの自律神経障害を有する疾患等に
おいて心筋に分布する交感神経に変性が生じること
は知られているが，心臓分布交感神経の変性と死亡
との関連についてはまだ十分に検討されていない。
そこで本講座剖検例のうち心臓性突然死例について
心外膜下分布交感神経の変性を抗チロシンヒドロキ
シラーゼ抗体及び抗ニューロフィラメント抗体を用
い免疫組織化学的に検討した。その結果，心臓性突
然死例の交感神経の変性の程度は対照群と比べて有
意な差は認められなかったため，心外膜下分布交感
神経の変性は他の催不整脈性因子と比較した場合，
心臓性突然死に多大には寄与していない可能性が示
唆された。

Ⅱ．DNA分析
１．DNA分析による戦没者遺骨の身元特定
厚生労働省の戦没者遺骨返還事業として，旧ソビ
エトで埋葬された戦没者遺骨の身元特定をDNA鑑
定で行った。核DNAの Short tandem repeat およ
びミトコンドリアDNAの Hypervariable region の
SNPs を遺伝マーカーとして使用した。
２．様々な法医学的試料からの簡便なDNA抽出
法の検討：チューインガムの噛みかすへの適
応

チューインガムの噛みかすからのDNA抽出量と，
噛みかすの重量，ガムを噛んでいる時間，ガムに含
まれる口腔粘膜細胞数の関係を検索した。

Ⅲ．法医中毒学
１．薬毒物中毒あるいは薬毒物の摂取が考えられ
る剖検例について，試料（血液，尿，胃内容，諸臓
器など）を採取し，アルコール，医薬品（催眠薬・
精神安定薬），ドラッグ類（覚醒剤・麻薬），一酸化
炭素，青酸化合物，硫化水素，農薬などの薬毒物の

定性・定量分析を GC，GC/MS および分光光度計
などを利用して行った。
２．法医剖検試料からのガスクロマトグラフ質量

分析装置（GC/MS）を用いたメコニンの定性・定
量分析を行った。メコニンはアヘンに含まれる有機
化合物で，アヘン吸入時に尿から検出されることか
ら，メコニンの検出はアヘンの鑑定上重要である。
３．我が国における喫煙率は依然として高く，受

動喫煙も含めたたばこによるニコチン摂取の危険性
が取り上げられ，とりわけ代謝能の低い胎児や乳幼
児への影響は大きいと考えられている。また，カフェ
インは経胎盤的に移行すると言われている。乳児の
ニコチンおよびカフェインの暴露を調べるために，
当講座で行われた乳児の法医解剖例において GC/
MSを用いたカフェイン及びニコチン分析を試みた。
しかしながら，今回検査した 19 例からはどちらも
検出されなかった。

Ⅳ．そ の 他
１．放射性炭素分析
１）年齢推定法の確立
象牙質形成時に取り込まれた放射性炭素濃度から

の生年推定法を検討した。特に，一本の歯牙の象牙
質を咬合面側（切縁側）と根尖側に分割し，それぞ
れの放射性炭素濃度から年齢の範囲を決定する方法
を検討した。

「点検・評価」
１．教育について
社会医学Ⅰ，Ⅱの講義，演習，臨床基礎医学Ⅰ（創

傷学，中毒学）の講義を担当し，３年生の医学英語
専門文献抄読と研究室配属，６年生の選択実習で学
生を受け入れた。
２．研究について
従来の研究を継続するとともに，新たなテーマに

も着手し，少しずつ成果が現れてきている。
３．実務について
法医解剖は年間約 500～600 体と，ピーク時より

はやや減少したものの，依然高水準を保っている。
その他，厚生労働省の戦没者遺骨返還事業や，警察
庁の法医専門研究科研修（検視官育成のためのプロ
グラム）への協力なども行い，社会貢献の一助を担っ
ている。
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